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１．一般国道３０２号 名古屋環状２号線の事業概要 

（１）事業目的 

 一般国道３０２号名古屋環状２号線は、愛知県名古屋市中川区富田町から愛知県名古屋市中川区富田町に至る延長５８．６ｋ

ｍ（海上部除く）の道路です。 

 本事業は、環状道路及びその内側地域での交通渋滞の緩和を図るとともに、物流効率化の支援等を目的に計画された道路で

す。 

な ご や 

－ １ － 

なかがわ 

一 般 国 道 ３ ０ ２ 号  名 古 屋 環 状 ２ 号 線 の 全 体 位 置 図  

凡 例 

 
 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 

一 般 国 道 ３ ０ ２ 号 

名 古 屋 環 状 ２ 号 線 
（ 開 通 済 ） 

〃     （  事  業  中  ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 

今 

回 

評 

価 

事 

業 

名古屋市 
中川区富田町 

有 料 道 路 （ 事 業 中 ） 

三重県 

岐阜県 

愛知県 

あいち 

平成２８年２月撮影 

【海部郡飛島村 
三福地区（上空）】 

写真① 

写真① 

一般国道３０２号 
名古屋環状２号線 一般国道３０２号 

名古屋環状２号線 
延長５８．６ｋｍ 

な ご や と み た なかがわ あいち な ご や と み た 

至 飛島村 

至 大治町 

豊田東JCT 

小牧JCT 

日 
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JCT 

豊 
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JCT 

一 
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JCT 

（四日市北 
JCT） 

伊勢湾岸自動車道 
四 
日 
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JCT 

（養老JCT） 

土岐JCT 

美濃関JCT 



１．一般国道３０２号 名古屋環状２号線の事業概要 

（２）計画概要 

標 準 断 面 図  

 一般国道３０２号名古屋環状２号線は、昭和46年度に事業化し、平成23年に開通（一部、暫定２車線）しています。 

－ ２ － 

事業名 
一般国道３０２号 

名古屋環状２号線 

道路規格 第４種第１級 （一般国道） 

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ 

車線数 完成４車線 

都市計画決定 昭和５７年度 

事業化 昭和４６年度 

用地着手年度 昭和４６年度 

工事着手年度 昭和４８年度 

延長 ５８．６ｋｍ 

前回の再評価 平成２６年度（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ５，６８１億円 （９５億円増額） 
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一般国道３０２号 名古屋環状２号線【一般部】 
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（堀割部） （高架部） 

（堀割部） 

凡 例 

 
 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 

一般国道３０２号 

名古屋環状２号線 
（開通済） 

〃 （ 事 業 中 ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 
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5,184 

4,426 

4,076 

4,009 

3,752 

- 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

１位 愛 知 県

２位 東 京 都

３位 埼 玉 県

４位 神奈川県

５位 大 阪 府

（単位・千台）

２．評価の視点 

① 交通渋滞の緩和 

（１）事業の必要性等に関する視点 

出典：自動車検査登録情報協会データ（平成２８年２月末） 

○自動車保有台数（都道府県別上位５県） 

○３大都市圏の利用交通機関分担率 

出典：各都市圏PT調査 
   （中京都市圏：H２３、東京都市圏：H２０、京阪神都市圏：H２２） 
※中京都市圏：愛知県、岐阜県南部、三重県北部 

11%

30%

20%

1%

3%

3%

25%

38%

45%

61%

29%

31%

1%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中京 都市圏

東京 都市圏

京阪神都市圏

鉄道 バス 二輪車・徒歩 自動車 その他

■愛知県は自動車保有台数が全国１位であり、中京都市圏では自家用乗用車の利用が約６割と、自動車に依存した交通特性があります。 

■名古屋市都心部の交通集中により、名古屋環状２号線及びその内側地域において渋滞が発生しています。 

■暫定２車線区間の４車線整備により、名古屋環状２号線の渋滞が緩和するとともに、交通の分散導入等により環状道路内側の渋滞が緩和します。 

－ ３ － 

○名古屋環状２号線（暫定２車線区間） 
                  の損失時間の削減 

一
般
国
道
３
０
２
号 

名
古
屋
環
状
２
号
線 

１０％削減 

※渋滞損失時間の算定方法 
 現況（Ｈ２２） ：平成２２年度愛知県渋滞損失データ（一般道） 
 国道302号整備後：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞損

失時間の変化率を求め、現況値に乗じて算定。 名鉄瀬戸線北側を撮影（Ｈ28.6） 

［国道３０２号の交通状況］ 

至名東区 

至春日井市 

万
人

時
間

/年
km

 
万

人
時
間

/年
km

 

８％削減 

○地域の主要渋滞箇所の状況 

○名古屋環状２号線内側の損失時間の削減 

名古屋環状２号線
本線及び内側地域
に主要渋滞箇所が
多い 

凡  例 
＜主要渋滞箇所＞ 
     箇所    
      区間     
＜道路種別＞ 
     高速道路     
     一般県道以上  
     市町村道 



1.00

1.50

2.00

2.50
名古屋市計 R302延線市町計※

1.00

1.20

1.40
名古屋市計 R302沿線市町計※

２．評価の視点 

② ストック効果事例：計画的な市街地の開発に貢献 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ４ － 

■名古屋市の外縁部では、土地区画整理事業が計画的に進められてきており、名古屋環状２号線沿線では、新たな市街地が形成されています。 

■沿線市町では、名古屋環状２号線の整備以前と比べると人口が大幅に増加し、それに伴い商業施設も増加しています。 

○建物用地として利用される面積の割合（1976年⇒2006年） 

www.marketanalyzer.jpwww.marketanalyzer.jp www.marketanalyzer.jpwww.marketanalyzer.jp

○沿線地域の人口の推移 
         （1975年を基準とした伸び） 

至名古屋市街 至勝川 

至一宮 

至大治 

 1980年の状況   2011年の状況  

至名古屋市街 

至勝川 

至一宮 

至大治 

【清須JCT付近の市街化の推移】 

【国道３０２号植田交差点付近の市街化の推移】 

 1980年の状況  

至豊田 

至大高 

至名古屋市街 

至勝川 

至豊田 

至大高 

 2011年の状況  

至勝川 
至名古屋市街 

S55 
1980 

S60 
1985 

H2 
1990 

H7 
1995 

H12 
2000 

H17 
2005 

H22 
2010 

名古屋市計 1.10 

R302沿線市町計※ 1.33 

※R302沿線市町 
  人口：名古屋市緑区、守山区、中川区、港区、北区、西区、名東区、天白区、春日井市、大治町、飛島村、あま市、 
           清須市、 大府市、東海市 
  小売業売場面積：名古屋市緑区、港区、北区、天白区、春日井市 

出典：国勢調査 

出典：国土交通省「土地利用細分メッシュデータ」  ※技研商事インターナショナル株式会社の「MarketAnalyzer」で作成 

 1976年(S51)の状況   2006年(H18)の状況  

名古屋市より国道302号沿線市町の 
人口の伸びが大きい 

○沿線地域の小売業の売場面積推移 
         （1994年を基準とした伸び） 

H9 
1997 

H14 
2002 

H19 
2007 

H24 
2012 

H6 
1994 

名古屋市より国道302号
沿線市町の小売業売場
面積の伸びが大きい 

出典：商業統計、経済センサス（各種商品小売業） 

S50 
1975 

H27 
2015 

3次メッシュに占める
建物用地面積の割合

3次メッシュに占める
建物用地面積の割合

R302沿線市町計※ 

 1.21 

名古屋市計 1.03 



２．評価の視点 

③ ストック効果事例：物流効率化の支援（大規模商業施設） 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ５ － 

■名古屋環状２号線沿線は、大規模商業施設が多数立地しています。 

■名古屋環状２号線沿線の大規模商業施設では、1店舗1日あたり130台の貨物車が搬送しており、名古屋環状２号線の整備により、物流効率化が
期待されます。 

○名古屋市内の大規模商業施設と商品の搬送ルート 

※ヒアリング調査結果  

○名古屋市内の大規模商業施設 

 名古屋環状２号線の内側及び沿線の地域に着目し、出店の
可能性を検討しています。国道302号等の道路網の整備状況
は店舗の出店を決める大きな要因になっています。 
 大規模商業施設Eでは、名古屋環状２号線東南部開通後
（2011.3）は思いのほか広域からお客様が来店されているので
驚いています。 

      

名
古
屋
環
状
２ 

号
線
東
南
部 

（平
成
２
３
年
３
月
開
通
） 

至 

物
流
セ
ン
タ
ー
（四
日
市
市
） 

至 

物
流
セ
ン
タ
ー 
（袋
井
市
） 

至 物流センター（尾西市） 

大規模商業施設C 

大規模商業施設E 

大規模商業施設D 

大規模商業施設B 

大規模商業施設A 

※ 店舗面積5.0（ha）以上のショッピングセンター 

貨物車は名古屋環状２号線を利用 
大規模商業施設への商品の搬送は、１店舗１日あたり、
貨物車１３０台で行われており、それらは名古屋環状２
号線を利用している。  

約１３０台

１店舗１日あたり

大規模商業施設A 
店舗面積 8.5ｈa 

大規模商業施設E 
店舗面積 6.1ｈa 

大規模商業施設D 
店舗面積 7.5ｈa 

○企業の声 

店舗面積5.0ha以上の大規模商業施設は名古屋市内に5店舗。 
うち、３店舗は名古屋環状２号線沿線に立地。 



２．評価の視点 

④ ストック効果事例：物流効率化の支援（宅配） 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ６ － 

■近年、宅配便の取扱個数は右肩上がりに増加しています。 

■名古屋環状２号線の整備により、渋滞が緩和されることで物流センターから沿線の営業所への搬送時間が短縮され、配送コストが削減されるととも
に宅配サービスが向上します。 
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○宅配便の流動 ○宅配便取扱実績の推移 

：全国から物流センターへのルート 

：物流センターから営業所へのルート 

：営業所から個人宅へのルート 

：宅配業者の営業所 

5年間で12％増加 
（約3.9億個増） 

出典：宅配便等取扱個数の調査（国土交通省） 

（億個） 

名
古
屋
環
状
２
号
線
西
南
部 

（現
在
事
業
中
） 

物流センター 

名古屋環状２号線を通って 
運ばれる宅配物は、 
１日 34,400個※！！ 

（トラック 約130台/日 が利用） 

名古屋環状２号線東南部の開通により 
物流センターから営業所の搬送時間が短縮 

至 

関
東 

至 関西 

至 

関
西 

※国道３０２号沿線営業所の宅配量 
 （宅配業者提供データ） 

※企業ヒアリングより 

【東南部開通時】 
搬送時間が 

約20分 短縮 

物流センター 

名
古
屋
環
状
２
号
線
東
南
部 

（平
成
２
３
年
３
月
開
通
） 

朝が早いほど在宅率は高いため、時間
短縮で早く配達できるようになると、夜に
残る荷物が減ります。そうなれば、夜間配
達のコストを減らすことができます。 

利用者は、１回で荷物を受け取れるため、
ストレスが軽減すると思われます。 

○企業の声 



２．評価の視点 

⑤ ストック効果事例：交通事故の削減 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ７ － 

■愛知県の事故危険箇所のうち、約4割が名古屋環状２号線の内側地域にあります。 

■名古屋環状２号線東南部が整備されたことにより、幹線道路から環状道路に交通が転換し、沿線地域の交通事故件数が減少しました。 

○名二環周辺の事故危険箇所 

H23.3.23（水）8時台に南方向を撮影 H23.3.2（水）9時台に南方向を撮影 

名古屋環状２号線東南部開通により、沿線地域（名古屋市緑区、天白区）の 
交通事故件数が約２割減少※ （2,406件 → 1,965件） 

○生活道路の交通状況 

○環状道路の整備効果 

開通後の交通状況 名古屋環状２号線開通前 

生活道路の 
抜け道利用が減少 

名
古
屋
環
状
２
号
線 

 

：事故危険箇所 

名
古
屋
環
状
２
号
線
東
南
部 

（平
成
２
３
年
３
月
開
通
） 

愛知県の事故危険箇所のうち、 

約４割 が名古屋環状２号線及びその内側地域 

：交通事故件数集計エリア（名古屋市緑区、天白区） 
※愛知県の交通事故発生状況の人身事故件数を集計（H20とH27の比較） 



３．事業の進捗及び見込みの視点 
事業の進捗の見込み状況 
平成22年度迄に暫定2車線で全線開通し、残る2車線区間について4車線化整備を進めていきます。 

①あま市甚目寺～清須市一場（延長５．２ｋｍ） 

②春日井市勝川町～名古屋市守山区喜多山（延長５．０ｋｍ） 

③海部郡飛島村梅之郷～名古屋市港区春田野（延長４．２ｋｍ） 

か す が い かちがわちょう な ご や もりやま 

－ ８ － 

区
間 

①あま市甚目寺～清須市一場 
②春日井市勝川町～名古屋市守山区喜多山 
③海部郡飛島村梅之郷～名古屋市港区春田野 

備
考 

【用地取得率】 
１００％ ⇒ １００％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２７年度末） 
【事業進捗率】 
９２％ ⇒ ９４％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２７年度末） 

一般国道３０２号 
名古屋環状２号線 

凡 例 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 

一 般 国 道 ３ ０ ２ 号 
名 古 屋 環 状 ２ 号 線 

（ 開 通 済 ） 

〃     （  事  業  中  ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 

今 

回 

評 

価 

事 

業 有 料 道 路 （ 事 業 中 ） 

②春日井市勝川町～ 
名古屋市守山区喜多山 

延長5.0ｋｍ 

③海部郡飛島村梅之郷～ 

 名古屋市港区春田野 

延長4.2ｋｍ 

①あま市甚目寺～清須市一場 

延長5.2ｋｍ 

き た や ま 

じ も く じ きよす い ち ば 

あ ま とびしま うめのごう な ご や は る た の みなと 



３．事業の進捗及び見込みの視点 
①あま市甚目寺～清須市一場の事業進捗状況 

－ ９ － 

区間 あま市甚目寺～清須市一場 

備考 

【用地】取得済 

【工事】平成12年度に暫定2車線開通済みであ
り、現在、名鉄本線、名鉄津島線の立
体化に向けた関係機関協議を推進 

[名鉄本線の踏切状況：写真①] 清洲西IC付近から名鉄名古屋本線を望む 

【位置図】 

清州西IC 

甚目寺北IC 

至春日井市 

至飛島村 

七宝 甚目寺 

写真② 

写真① 

平成２８年６月撮影 

平成２８年６月撮影 

[名鉄津島線の踏切状況：写真②] 清洲西IC付近から名鉄津島線を望む 

至あま市 

至清須市 

   有料道路 
   一般国道 
   主要地方道及び一般県道 
 
   鉄道との交差部 
 

凡 例 
   国道３０２号開通済 
   国道３０２号事業中 



３．事業の進捗及び見込みの視点 
②春日井市勝川町～名古屋市守山区喜多山の事業進捗状況 

－ １０ － 

区間 春日井市勝川町～名古屋市守山区喜多山 

備考 

【用地】取得済 

【工事】平成22年度に暫定2車線開通済みであり、現
在、名鉄瀬戸線の立体化に向けた仮線工事
を推進 

   有料道路 
   一般国道 
   主要地方道及び一般県道 
 
   鉄道との交差部 
 

凡 例 
   国道３０２号開通済 
   国道３０２号事業中 
 
    
 
 
 
 

[ 国道３０２号と名鉄瀬戸線の交差部 完成イメージ図 ] 

※名古屋市ＨＰ 

[名鉄瀬戸線の踏切状況：写真③] 茶臼前交差点付近から名鉄瀬戸線を望む 

至 大府市 

至春日井市 

至 大府市 

至春日井市 

平成２８年６月撮影 平成２８年６月撮影 

【位置図】 

小幡IC 

大森IC 

松河戸IC 
勝川IC 

至清須市 

至大府市 

写真③ 



３．事業の進捗及び見込みの視点 
③海部郡飛島村梅之郷～名古屋市港区春田野の事業進捗状況 

－ １１ － 

区間 海部郡飛島村梅之郷～名古屋市港区春田野 

備考 

【用地】取得済 

【工事】昭和62年度に暫定2車線開通済みであり、現在、改良工、橋梁上部工等の工事を
推進 

[工事進捗状況：写真④] 南陽橋（上空） 

【位置図】 

至豊橋市 

至清須市 

至三重県 

飛島大橋 

南陽橋 

至名古屋港 

平成２５年１１月撮影 平成２８年２月撮影 

写真④ 

   有料道路 
   一般国道 
   主要地方道及び一般県道 

凡 例 
   国道３０２号開通済 
   国道３０２号事業中 
    
 
 



４．事業費の見直しについて：一般国道３０２号名古屋環状２号線 
■事業費増加の要因 

－ １２ － 

 ・電車線路設備耐震設計指針の改訂等に伴う鉄道高架化事業費の増額・・・   ６０億円 

 ・東海インター交差点の形状見直しによる増額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・   ３５億円          合計 ９５億円増 

事業費増額の要因 増額 

①電車線路設備耐震設計指針の改訂等に伴う鉄道高架化事業費の増額 

 ＜国道３０２号の交通円滑化を目的として、名古屋鉄道(株)と共に瀬戸線踏切部を高架化＞ 

   ■ 近年の大規模地震の発生を鑑み、電車線路設備耐震設計指針（平成25年3月）が改訂されたことで、電 

     車線柱、下部工の構造変更、耐震性に優れた軌道の採用を実施 

   ■ また、設計時の地質調査結果に伴い、基礎杭の杭長を延伸 

６０億円 

②東海インター交差点の形状見直しによる増額 

  ■ 東海インター交差点における交通の円滑化を目的として、国道247号西知多道路の事業化に伴う橋脚設 

    置に併せ、同交差点を改良 

  ■ 西知多産業道路と302号ランプ合流部の交通の安全性を確保することを目的として、東海インター交差点 

    から荒尾インター間について、302号ランプを延伸 

３５億円 



４．事業費の見直しについて：一般国道３０２号名古屋環状２号線 

当初支持層 

変更支持層 3.0m 

電
車
線
柱 

下
部
工 
基
礎
杭 

軌道 軌道 

当初計画 変更計画 

L=13000 

基礎杭長の 
延伸 基礎杭長の延伸 

追加の地質調査結果により当初想定していた支持層を変更
し基礎杭長を延伸 （１０ｍ→１３ｍ） 

耐震設計指針の見直し   
（耐震性に優れた軌道の採用） 

耐震設計指針の見直し
（構造変更） 

耐震設計指針の見直し（構造変更） 

耐震設計指針の見直し（耐震性に優れた軌道の採用） 

下部工の変更 
 ・支柱部材寸法の変更 
  800mm → 900mm 

電車線柱の変更 
 ・柱間隔 50m→40m 
 ・中間支柱の追加 
 ・部材寸法の変更 

バラストに充填剤等を充填することで、レール、枕木と
一体化を図った耐震性に優れた軌道を採用 

変更 

－ １３ － 

①電車線路設備耐震設計指針の改定等に伴う鉄道高架化事業費の増額 ・・・ ６０億円 

＜国道３０２号の交通円滑化を目的として、名古屋鉄道(株)と共に瀬戸線踏切部を高架化＞ 

  ■ 近年の大規模地震の発生を鑑み、電車線路設備耐震設計指針（平成25年3月）が改訂されたことで、電車線柱、下部工の構造変更、耐震性に 

    優れた軌道の採用を実施 

  ■ また、設計時の地質調査結果に伴い、基礎杭の杭長を延伸 

バラスト 



 
  

至 中部国際空港 

至 
 
東 
京 

至 
 
三 
重 

４．事業費の見直しについて：一般国道３０２号名古屋環状２号線 
②東海インター交差点の現状 

■位置図 

－ １４－ 

■現  状 
至 名古屋市内 

至 中部国際空港 

名古屋 
高速道路 

至 
 
東 
京 

至 
 
三 
重 

■西知多道路整備後 

至 三重 

東海ＩＣ交差点 

右折滞留長不足により直進車線に影響を及ぼしている 

平成28年度西知多道路新規事業化 

東海インター交差点 

至 名古屋市内 

伊勢湾岸道OFFﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道ONﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道ONﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道OFFﾗﾝﾌﾟ 

名
高
速 

ラ
ン
プ 

ＯＮ 

西
知
多
産
業
道
路 

名
高
速 

ラ
ン
プ 

伊勢湾岸道OFFﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道ONﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道ONﾗﾝﾌﾟ 

伊勢湾岸道OFFﾗﾝﾌﾟ 

名
高
速 

ラ
ン
プ 

ＯＮ ＯＦＦ 

西
知
多
産
業
道
路 

名
高
速 

ラ
ン
プ 

名古屋 
高速道路 

伊勢湾岸自動車道から西知多産業
道路へ向かう交通は、いずれも国道
３０２号東海インター交差点を利用 

国道247号西知多道路が接続ランプ
で伊勢湾岸自動車道と直結 

ＯＦＦ 

    ：混雑する右折交通 

    ：西知多道路ランプ 
    ：接続ランプによる直結交通 
    ：整備による右折交通の緩和 

 右折レーン長：120m 
 車両滞留長 ：245m  右折レーン長： 30m 

 車両滞留長  ：228m 

 右折レーン長： 25m 
 車両滞留長  ：232m 

 右折レーン長：120m 
 車両滞留長  ：106m 

 右折レーン長： 25m 
 車両滞留長  ： 77m 

 右折レーン長：120m 
 車両滞留長  ：105m 

 右折レーン長：120m 
 車両滞留長 ：170m 

 右折レーン長： 30m 
 車両滞留長  ：208m 



現   状 西知多道路整備後 

４．事業費の見直しについて：一般国道３０２号名古屋環状２号線 

■東海インター交差点の改良 

②東海インター交差点の形状見直しによる増額 ・・・ ３５億円 

■ 東海インター交差点における交通の円滑化を目的として、国道247号西知多道路の事業化に伴う橋脚設置に併せ、同交差点を改良 
■ 西知多産業道路と302号ランプ合流部の交通の安全性を確保することを目的として、東海インター交差点から荒尾インター間について、302号ラン

プを延伸 

－ １５ － 

右折レーン長
不足 

至 名古屋市内 

至 中部国際空港 

西
知
多
産
業
道
路 

西
知
多
産
業
道
路 

既設 
橋脚 

至 
 
三 
重 

至 
 
東
京 

至 名古屋市内 

至 中部国際空港 

西
知
多
産
業
道
路 

西
知
多
産
業
道
路 

至 
 
三 
重 

至 
 
東
京 

東海インター 
交差点 

右折レーン長
延伸 

名古屋 
高速道路 

名古屋 
高速道路 

 

号
ラ
ン
プ
を
延
伸 

既設 
橋脚 橋脚 

設置 

 ３０２ 

東海インター 
交差点 

荒尾インター 荒尾インター 

追
突
事
故
集
中 

西
知
多
道
路 

右折レーン長
不足 

右折レーン長
不足 

右折レーン 
2車線化 

右折レーン 
2車線化 

追
突
事
故
集
中 



５．費用対効果：一般国道３０２号名古屋環状２号線 
３便益による事業の投資効果 

 

 

 

 

 

 

 

【前回再評価時からの変更点】 

      １．H２８年度事業化済道路網に変更（H２６→Ｈ２８） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２６→Ｈ２８） ３．事業費の増加による変更 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ 

事業費 ＋ 維持管理費 

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故削減便益 

【事業全体】 

【残事業】 

－ １６ － 

○費用便益分析（B/C）について 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

一般国道３０２号 
名古屋環状２号線 

２７，１０８ ３，６５０ ４５５ ３１，２１３ １３，２５０ ４３４ １３，６８４ ２．３ ２．４ 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

一般国道３０２号 
名古屋環状２号線 

６７５ ７７ １５ ７６８ ３０４ ４０ ３４４ ２．２ １．７ 

な ご や 

な ご や 



－ １７ － 

６．代替案立案等の可能性の視点 

７．県・政令市への意見聴取結果 

８．対応方針（原案） 
■一般国道３０２号名古屋環状２号線の事業を継続する。 

■愛知県の意見 
１  「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
２  名古屋環状２号線は、名古屋都市圏の環状道路として、名古屋都心部へ集中する交通を分散・迂回させる機能を持つだけでなく、沿線地域 
  の発展や物流効率化に資するとともに、名古屋港への重要なアクセス道路として本地域の物流の要となる重要な道路であることから、早期整備 
  をお願いしたい。 
３  なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 
 
■名古屋市の意見 
１  「対応方針（原案）」に対して異議はありません。 
２  当該道路は、名古屋圏の環状道路を形成し、名古屋都心部に集中する交通を適切に分散導入する重要な道路であるため、1日も早い４車線化 
  をお願いしたい。 

■一般国道３０２号名古屋環状２号線は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

物流効率化の支援など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化は無いことから、現計画が最も最適であると考えます。 

な ご や 

な ご や 
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